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はじめに 

 

本研究で対象とする高松栗林公園は、6 つの池、13 の

築山から構成されており、日本で最大の広さを誇る回遊

式庭園である（香川県栗林公園観光事務所，2000）。園路

には曲線が多く用いられているため、利用者は園路上を

移動することによって自身の視線を逐次変化させること

が可能であるが（篠原，1998）、実際の利用者がどのよう

に利用し、楽しみ、魅力を感じているのか明確ではない。

そこで本研究では、利用者の意識や回遊特性、デジタル

カメラで撮影した被写体を把握することにより、利用者

が感じる庭園内の隠れた魅力や利用者の世代による利用

の違いなどを発見することを目的とする。 

 

１．調査方法 

 
2011 年 9 月および 11 月に計 4 回の利用実態調査を行

った。調査の概要を表 1 に示す。本調査では、①紙面に

よるアンケート調査、②追跡調査による利用者の回遊行

動の把握、③ビューポイント調査の 3 点を実施した。 

 

２．調査結果 

 
調査結果より図１に栗林公園側が推奨するルート（左

図）と追跡調査により得られた回遊行動の結果（右図）

を示す。 

 

３．考察 

 

アンケート調査より 20 代の利用者が最も多く、続いて

30 代、50 代となり、多様な年代に利用されていることが 

表１ 調査の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 推奨ルート（左図）と回遊行動図（右図） 

わかった。また、図１より多くの利用者が栗林公園管理

者の推奨する回遊ルート利用していると読み取れるが、

これは推奨ルートマップが利用者一人一人に配布されて

いるためであり、マップを頼りに回遊する利用者の存在

が推測される。一方、図１より利用者は推奨ルート以外

にも、さまざまなルートを回遊していることがわかる。

このことから推奨ルート以外にも栗林公園には魅力があ

ると思われ、ビューポイント調査の結果を通して、栗林

公園が PR している景色の他、さまざまな地点や被写体に

対して利用者は魅力を感じていることがわかった。 

 

おわりに 

 

本研究において、属性や回遊行動分析により、年代の

違いや推奨ルート以外を回遊する利用者の存在を確認す

ることができた。さらなるビューポイント調査結果の分

析を今後の課題として明記し、回遊行動とビューポイン

トとの関連性について検証作業を進めていきたい。 
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はじめに 

 

大量に排出される家畜糞の処理方法として、堆肥化が

注目されている。しかし、堆肥の増産は E.coli(大腸菌)

などが生存する未熟堆肥の増加を招く恐れがある

（龚,2005）。これら未熟堆肥を畑地に施用した場合、降

雨等に伴って下流域に E.coliが流出する可能性がある。

このことから、畑地における E.coliの流出抑制技術が求

められてきた。既往の研究において、緩衝帯の土壌・肥

料成分の流出抑制効果的は確認されているが（川井ら，

2007）、E.coliの流出抑制効果については議論が少ない。 

そこで、本研究では人工降雨装置を用いて、E.coli

の流出抑制効果について検証した。 

 
１．実験方法 

 
本研究では東京農業大学富士畜産農場にて採取した

牛糞と一次発酵堆肥を使用した。 
人工降雨装置下に傾斜 8°の模型斜面ライシメータ

（斜面長 1.3m、幅 0.11m、深さ 0.05m）設置し、関東ロ

ーム土（土性 LiC，真比重 2.68）を充填した。その後、

牛糞と一次発酵堆を乾燥質量 143 g/m2でそれぞれ表面散

布した。緩衝帯は玉龍(Ophiopogon japonics Ker Gawl.)

を使用し、植生幅は 30 cmとした（図 1）。実験で適用し

た降雨強度は 30 mm/h（2 時間）で、植栽密度は 2000 

stems/m2適時表面流を採水して流出水中の E.coli 数を

希釈平板法で測定した。 

 

２．結果および考察 

 
牛糞、一次発酵における緩衝帯の有無による E.coli

流出量の違いをそれぞれ図 2、図 3に示した。 

牛糞においては緩衝帯の設置による E.coli 流出抑制

効果は見られなかった。一方、一次発酵堆肥を施用した

試験区では緩衝帯の設置により、約 92%の流出抑制効果

が見られ、T検定の結果、99%の有意差が見られた。これ

は緩衝帯を通過できる微小な粒子中に生残する E.coli

が発酵によって減少したためと考察した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

 

本研究では、緩衝帯の設置による E.coli 流出抑制効

果について検証した。流出した E.coli数を測定したとこ

ろ、一次発酵堆肥を施用した試験区においては E.coli

の流出抑制効果が見られた。このことから一次発酵堆肥

を施用した畑地において、緩衝帯による E.coli流出抑制

が可能であると判断した。 
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図 2 緩衝帯の有無による E.coli流出量の違い 
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図 1 流出実験 

図 3 緩衝帯の有無による E.coli流出量の違い 

(一次発酵堆肥) 
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